
点数 各項⽬20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

435 病院の噂 ななめごはん。 ⼀般審査員Ａ 12 12 15 15 15 69 ⾃販機の前に男の⼦がいるという話なのかなって思ったら、しゃべっている
そっちが幽霊だったのか。話している幽霊は亡くなった⼈たちで、その⼈たち
でさえも怖い男の⼦かなって想像してしまいました。意外な展開だったため、
新しさとユーモア、意外さの得点を⾼くしています。

435 病院の噂 ななめごはん。 ⼀般審査員B 12 13 10 12 11 58 誰もいない所から2⼈の話し声がしても怪談だったら怖くないんですよね。ど
うせなら、1⼈は⽣きてる⼈間にした⽅が怖くなると思いますよ。

435 病院の噂 ななめごはん。 ⼀般審査員C 16 17 15 13 16 77 ⼀⾒して普通の⽬撃談からの落差が素敵ですね。どうしてまたその場所に⽌
まっているのか？⼦供の霊が会話をしていたのか？はたまた全く関係のない霊
同⼠が会話をしていたのか？まだまだ物語が展開していく様で怖いですね そ
してこのまま⾃覚もないままに永遠と居続けるのだろうか？そう考えてしまう
と救いが無いバッドエンドでより怖さの純度が濃ゆくなりますね。

435 病院の噂 ななめごはん。 ⼀般審査員D 14 17 18 17 17 83 会話の内容が可愛いのに思いがけない結末で⼼臓がきゅっとしてしまいまし
た。ただ、ほのぼのとした雰囲気で怖い話のはずなのに怖さを感じさせない
ギャップがとてもいいです。怪異というより、この場所で起きた記憶や念のよ
うなものだけがここに残り繰り返されているのかな？と感じました。ほぼ短い
会話だけで構成されているのにちゃんと怪談になっていてまとまりがよく、
すっと読めるいいショート怪談だと思いました。

435 病院の噂 ななめごはん。 ⼀般審査員E 15 15 15 15 20 80 上⼿くまとまっていて、これぞショート怪談だと思いました。余分な情報が最
⼩限に削られていて、最後のいい意味での裏切りも有って１回読んで意味も分
かってゾッとする。素晴らしいです。

435 病院の噂 ななめごはん。 ⼀般審査員F 11 10 10 13 11 55 病院に幽霊が出て怖い、という噂話を誰かがしている－と思いきや、そのよう
な会話をしているのは⼈ではなくまさかの霊だった、というオチのお話。思わ
ず、いやいや、こわいって⾔ってるけど、あなた⽅も霊ですやん、と思わず
ツッコミを⼊れてしまいたくなるユーモア⾊の強いお話。案外、こんな⾵に亡
くなってからも⾃分が亡くなっている、という⾃覚がないままに、他の霊の噂
話に興じている霊って⾝近に存在しているのかもしれませんね。

435 病院の噂 ななめごはん。 ⼀般審査員G 18 18 18 10 20 84 怖さの2段階落ち！！⼩気味良いテンポの良い短編でとても読みやすく、まさ
かのオチに拍⼿！！！1度で2度美味しい⾯⽩い怪談でした。会話の内容もリア
ルで、まさかそれが怪異に繋がるとは思ってもみませんでした。タイトルから
もう既に怖そうだなぁと思ったんですけど、最後まで期待を裏切らないお話
し。なので全体的に⾼評価を付けさせて頂きました。特に意外性は満点です！
しかし病院は様々な怪異がありますよね…まだまだこの病院何かありそうで、
期待しちゃいました。

435 病院の噂 ななめごはん。 ⼀般審査員H 20 15 5 20 20 80 こわいー！この病院で夜勤したくないですね。カジュアルな雑談から始まった
ので、油断しました。オチで⼀気に落とされてしまい、めちゃくちゃ怖かった
です。主⼈公を勝⼿に看護師さんで想像をしたのですが、業務中にこんな声が
聞こえたら嫌ですね。寒暖差があってしっかり怖い、良きショート怪談です。

435 病院の噂 ななめごはん。 ⼀般審査員I 14 10 13 14 13 64 最後にえ？ってなりました笑本当に⾯⽩かった。こういうの⼤好きです。⼦供
たちの会話かと思ったらもうそれがって。。。怖いを通り越してくすってしちゃ
いました

435 病院の噂 ななめごはん。 ⼀般審査員J 13 18 15 18 18 82 怖さ：誰が⼼霊現象の話をしているんだと思わせ、他にも⼼霊現象が⽣じるの
かと連想させるところが良かった。
鋭さ：読者に対して⼼霊現象がすでに起きている内容を聞かせていたところが
良かった。
新しさ：読者の意表をつくストーリーがとても良いと思った。
ユーモアさ：読者にとって意外な形で終わるストーリが良かった。
意外さ：最後に実は⼼霊現象でしたということを明かすスタイルがよかった。

合計 145 145 134 147 161 732

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

356 そういえば てちてち ⼀般審査員Ａ 15 12 12 12 15 66 タイトルは給湯室とかにしたほうがいいかなって思ってしまいました。いろい
ろなものが出現してしまう噂話を聞いてしまった主⼈公が、給湯室で⾒てしま
う話。実際に体験してしまうのは嫌だなって思いました。その⼟地⾃体が忌地
なのかな。体験者が⽬撃した時間帯がいつなのか気になりますね。昼なのか夜
なのか。⼣⽅なのか。短い話だけど、しっかりと怖い話でしたね。

356 そういえば てちてち ⼀般審査員B 10 12 13 14 12 61 主⼈公も実は死んでいたパターンですかね。守衛が回ってくる時間帯にたぶ
ん、給湯室には居ないですよね。昔に都市ボーイズのはやせさんが話してた廃
墟の中の給湯室に霊が100体くらい居たっていう話を思い出しました。

356 そういえば てちてち ⼀般審査員C 15 17 16 16 16 80 おっ貴⽅もでしたっ！短いストーリーの中にしっかりある伏線回収。⾃分は確
実に⽣きているという確証は実は何処にも無いですね それと⼈間は⼈間を怖
がるように幽霊だって幽霊を怖がる事も充分にあると思います。それに鏡に映
らない⾃分の姿は⻑い時間が経過していけば⾏くほどに⽣前の姿を徐々に忘れ
てゆきやがてそれは⽣前の姿とはかけ離れたナニカに成り果てると聞きます。
急展開のユーモアが特に良かったです。

356 そういえば てちてち ⼀般審査員D 11 13 12 14 12 62 なるほど、そういうことか、と怖いというより最後何かくすっと笑ってしまい
ました。ただ、霊同⼠はそれぞれが単体で存在しているのでお互いの姿は⾒え
ていないから⼲渉しないという話を聞いたことがあります。この主⼈公は⾃分
が死んだことを⾃覚できていない、まだ霊になりたての存在なのかな？と呼ん
でいて思いました。霊になりたてだとこういうこともあるかもしれない、と
ちょっとほっこりするお話でした。なんだか可愛いお話で個⼈的に好きでし
た。ありがとうございます。

356 そういえば てちてち ⼀般審査員E 10 10 10 15 15 60 最後のオチは読めませんでしたが、怖さよりも「そうきたか！」という驚きの
⽅が⼤きかったので意外さを⾼く付けました。幽霊も幽霊を⾒たら怖いんだと
笑ってしまったのでユーモアを⾼く付けました。

356 そういえば てちてち ⼀般審査員F 11 12 12 15 15 65 最後の⼀⽂で、意外さの評価のゲージがグッと⼀気に上がりました。結局、こ
のお話の主⼈公である『私』も実は亡くなっていて、守衛さんに⽬撃された⼆
体の霊のうちの⼀体だった、という事ですよね。展開としては取り⽴てて新し
い訳ではないけれど、⾯⽩いな、と思いましたし、私は好きです。⾃分⾃⾝が
霊という⾃覚がないのはお話的には⾯⽩いけれど、もしも⾃分が亡くなった後
そんな感じだったら悲しいですね。

356 そういえば てちてち ⼀般審査員G 13 13 14 15 14 69 話しの構成、描写がとても⾯⽩いですね！会話形式な所に怪談では珍しくユー
モアを感じたので、その点は⾼評価とさせて頂きました。ショートのお話しで
すが、話にリズムもありテンポ良く楽しめた怪談です。最後のオチがまた予想
を裏切る感じで、意外性も⾼評価としています。まだまだその場所では怪異な
事が多発しそうですし、気になる所でもありました。

356 そういえば てちてち ⼀般審査員H 15 10 13 20 20 78 オチが秀逸。すごくいいです。好きです。主⼈公が恐怖で震えている場⾯か
ら、実は主⼈公も “⾊んなの” になってしまった。という現実を突きつけられる
までのスピード感がすばらしい。「意外さ」を⾼得点にさせて頂きました。登
場⼈物は2⼈ですが、キャラクター設定がとても良いですね特に守衛の⾕⼝さ
んは⽇常的に⾒えているのでしょうか、⾯倒なものでも⾒たような反応が良
かったです。読了後に「守衛がまわって来たという事で夜なのでは？」と想像
が膨らみました。場⾯転換が怖うまい！

356 そういえば てちてち ⼀般審査員I 13 12 11 12 10 58 死んだことに気づいてないという事ですね。幽霊が幽霊を怖がるのはちょっと
おもしろかったです。そして⾒える⼈が多い会社なのもちょっと怖いなと思い
ました。幽霊に出会ってしまった幽霊さんは無事に逃げられたのでしょうかね

356 そういえば てちてち ⼀般審査員J 13 18 14 18 18 81 怖さ：⾃分なら働きたくない場所だなと思いました。なぜ、給湯室にうっかり
⾏ってしまった主⼈公が⼼霊体験をするのかと思わせて、実は主⼈公もそう
だったというところに怖さを感じました
鋭さ：最初はうっかり給湯室に⾏ってしまったのかと思わせて、実は違ったと
いうところがとても良かった。
新しさ：主⼈公は、本当に同僚からの話を聞いたものだったのか？そこで働い
ている⼈たちの話を霊として聞いて、死んでいるつもりがなかったと思わせて
いるところが良かった
ユーモアさ：守衛さんの最後の⾔動で、主⼈公の位置づけが逆転するところが
とても良かった。
意外さ：うっかり⼊ってしまった給湯室で慌てていたが、主⼈公もだったのか
という結末が良かった。

合計 126 129 127 151 147 680

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

380 訴え ⼩⾦井 ⼀般審査員Ａ 15 11 13 15 14 68 芸⼈根性が凄い話だなって思いました。いや、よくその状況でツッコミを⼊れ
ることが出来るなって。出てくるものの描写はよくある幽霊だと思うけど、そ
の幽霊がなんでこわいって⾔ったのかは分からない。真夜中に⽬が覚めたら⼤
量の⾎を浴びた⾒知らぬ⼥性の幽霊がいたら、ビビりますよ。

380 訴え ⼩⾦井 ⼀般審査員B 12 13 13 16 13 67 完全なユーモア作品ですが惜しいのが幽霊がこわいって⾔うところでお前やっ
てツッコむんですが⽂章だと「こわい？」みたいな感じにも⾒えてしまうので
「こわいよ」にする⽅がツッコミがもっと⽣きると思いました。

380 訴え ⼩⾦井 ⼀般審査員C 15 17 16 16 15 79 ナイスツッコミ！職業病が思わず出ちゃったようでその⼥性の霊はツッコミ待
ち？だったはずこれできっと成仏出来た事でしょうねきっと…ユーモアとツッ
コミの鋭さがあったのでそこを加点します ⼈間は会話する上でだいたい相⼿
がどう返答するかをある程度予想すると思いますが、これは幽霊さんも予想の
斜め上でしょうね

380 訴え ⼩⾦井 ⼀般審査員D 11 10 17 16 17 71 オチは⾯⽩くなかったですが、新しさがあったので点数を⾼めにつけました。
⼀番怖いのは⾎だらけの⼈を前にしても動じないご友⼈が⼀番怖いです。

380 訴え ⼩⾦井 ⼀般審査員E 10 10 15 20 15 70 前半はすごく怖かったです。職業病っていうやつですね。最後のツッコミで思
わず笑ってしまって前半の怖さが吹っ⾶んでしまいました。最後のツッコミが
⾯⽩かったのでユーモアを満点にしました。

380 訴え ⼩⾦井 ⼀般審査員F 11 12 13 14 9 59 最後の「お前や！」で、漫才コンビのツッコミをしている友⼈、が⾒事に回収
されましたね。怖い話のはずなのに、思わず笑ってしまいました。そういう意
味では、ユーモアに特化した作品といえるかもしれませんが。恐怖を振り切る
程の好奇⼼の強さはなかなかだと思います。⾃分には出来ない芸当で、ある意
味羨ましい。霊にもツッコミを⼊れられるぐらいの精神⼒の強さを私も欲し
い。

380 訴え ⼩⾦井 ⼀般審査員G 15 12 13 15 13 68 描写がとても⽣々しくて、その⾎で染まった⼥の⼈を容易に想像出来て怖かっ
たです。しかし話しの内容が今ひとつ理解出来ず…結局⼥の⼈の事を漫才師の
⽅は知っていたのでしょうか？⼥の⼈の発⾔の意味は？⾊々と謎の部分が多
かったです。⼜末⽂の「おまえや！」との⼀⽂のツッコミが、漫才師の突っ込
み担当の発⾔と相まってちょっと⾯⽩かったので、ユーモアポイントを⾼めに
付けさせていたました。全体的に謎の多い、不思議なお話しだったと思いま
す。

380 訴え ⼩⾦井 ⼀般審査員H 20 15 15 20 20 90 まさに、その通り。お前のが怖い。ユーモアのある怪談で笑ってしまいまし
た。⾎を浴びた⼥性の描写がこれでもかと丁寧に書かれており、しっかり怖い
場⾯を想像してたところで、このオチ。すごく良い。「ツッコミをしている友
⼈」という伏線がしっかり回収されてて、読者がスッキリした読了感を味わう
事ができる、良き怪談だと思います。

380 訴え ⼩⾦井 ⼀般審査員I 3 2 2 12 5 24 これ怖い話ですか？幽霊の説明までは怖かったのに最後の最後に興醒めです。
いくら芸⼈のツッコミだからって。。。ひどくないですか？

380 訴え ⼩⾦井 ⼀般審査員J 15 15 18 18 18 84 怖さ：寝ているときに⾎だらけの⼥性が⽴っていて何かを訴えていることに、
シンプルな怖さを感じました。
鋭さ：何を伝えているのかがわからない⼥性に対して、⽿を傾けて、ツッコミ
を⼊れるストーリーが良かった。
新しさ：霊に対して、冷静にツッコミを⼊れるというストーリーが⾮常に⾯⽩
い。
ユーモアさ：冷静なツッコミが、的確すぎ、霊のボケも⾮常に良かった。
意外さ：霊と主⼈公の掛け合いが、とても良かった。

合計 127 117 135 162 139 680

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

342 箱 N"NA ⼀般審査員Ａ 8 12 12 12 12 56 ⼆年参りをしたときは必ず嫌な初夢を⾒てしまう。なんで、⼩さな⿃居で⾸を
固定されてしまうのか。そして、最初は教室ほどの広さの箱だったのが、いつ
の間にかポストサイズの箱に狭くなってしまう。何の意味があるのか全く分か
らないけど、体験者の安否が⼼配ですね。

342 箱 N"NA ⼀般審査員B 13 13 15 10 12 63 初夢には嫌な夢ですね。拷問のようなスタイルで年々閉じ込められている場所
が⼩さくなると。正夢だとしたら、ずっと⾃由を奪われていて年々居場所が無
くなっていくって感じですかね。

342 箱 N"NA ⼀般審査員C 15 17 17 14 14 77 これは読み⼿によって解釈が広がる短編怪談ですね 最初は広いが年々狭まっ
ていき終いにはどうなってしまうのか？まるでカウントダウンのようで何かし
らの対策をしないとバッドエンドが確定しそうで猶予の無い怖さがありました
 私個⼈の解釈では主⼈公もしくは前世の⼈が何かしらの罪を犯してしまった
が反省もみせずに⽇々⽣活を過ごしているのでそれを⾒かねた御先祖様や、神
様が⻤気迫る夢を強制的に⾒させているのでは？感じました。スピーディーで
有無を⾔わせない展開、そして新しさを⾼く評価致しました。

342 箱 N"NA ⼀般審査員D 12 11 14 16 13 66 ⼆年参りをしなければその夢から逃れられるのに、と思いつつ年の瀬に記憶が
なくなるということは、毎回何かに呼ばれて夢を⾒せられ続けているのかもし
れません。⿃居の⾸輪というのも何を象徴しているのか分からず、とにかく不
気味で不吉な初夢を⾒させられるのは気持ちが悪いものです。何か呪いのよう
なものであれば、何か思い当たるものがないのか、なぜ解決しようとしないの
か、主⼈公が逃れられない何かにもう囚われてしまっているのか。とても気持
ちが悪い話でした。個⼈的に意識ははっきりしているのに「指先から死んでい
く」という独特な表現好きです。

342 箱 N"NA ⼀般審査員E 15 15 15 10 10 65 学校の教室からポストサイズまでかなり狭くなっていますが、次はどれだけ狭
くなるのか気になってしまいました。今までに無いお話で⾯⽩かったです。⼆
年参りは、より徳を積むことが出来ていいことのように思っていましたが、⼆
年参りとの関係性も気になります。

342 箱 N"NA ⼀般審査員F 13 9 12 13 12 59 このお話は夢のお話ですが、⾃分が箱の中に不⾃然な体勢で閉じ込められてい
る、というのは嫌ですね。だんだん息苦しくなる状況や体が死んでいく感覚の
描写は怖いです。しかも、最初は教室ぐらいの⼤きさだった⾃分を閉じ込める
箱が徐々に⼩さくなっていき、今はポストサイズだという。最初、⾃宅のポス
トを想像してしまい、そんなバカな、という思いも過りましたが、投函⽤のポ
ストなら⼈間が⼊れるか、等とリアルに想像してしまいました。⼆年参りと夢
の関係ははっきりとわからないものの、⾸を⼩さな⿃居が固定している事から
少からず関係はあるのでしょう。年の瀬になると夢の記憶がなくなってしまう
事も不思議で、結果、また同じ夢を繰り返すことになる訳だけれども、そのお
参りをやめる事が出来たら悪夢の呪縛から解放されるのでしょうか。

342 箱 N"NA ⼀般審査員G 18 15 15 10 14 72 不思議なお話しでした…⼀体この夢は何を意味しているのか、その辺の描写が
無かったので、読み⼿の考察次第なのでしょうか。しかし閉じ込められている
時の投稿者さんの苦しい様がとてもリアルで、読んでいてこちらまで苦しく
なってくる程でした。なので怖さの点を⾼評価とさせて頂きました。その夢が
何か実⽣活で影響があるのか？段々と箱が⼩さくなっていく事が何の意味があ
るのか…⾊々と気になるお話しだったと思います。ちなみに末⽂にあるように
箱のサイズがどんどん⼩さくなっているとの事。今後どうなってしまうのか⁈
投稿者がどうかご無事であって欲しいと願うばかりです。

342 箱 N"NA ⼀般審査員H 20 15 15 15 20 85 おもしろい！何度も読みたい、声にだして読みたいショート怪談だと思いま
す。「夢」というオチですが、あえて最初に出さない事で、すごく表現⼒のあ
るワクワクする⽂章になっていると思いました。死が全⾝に回るという表現も
いいですね。最初は教室程度たっだ箱が今ではポストサイズになっているとい
う、未来への恐怖を感じてゾクゾクしました。すごく⽂章⼒の⾼い⽅なので、
ぜひ新作ができたら投稿してください。読みたいです！

342 箱 N"NA ⼀般審査員I 11 12 10 10 10 53 箱はなんだったんですかね？どれくらい⼩さくなっていくのでしょう？⽂章は
私にはあわなかったのか⼊ってこなかったですごめんなさい。

342 箱 N"NA ⼀般審査員J 14 15 18 16 18 81 怖さ：最初は教室ほどだったのがポケットサイズまで⼩さくなったと箱に閉じ
込められているというのは毎年少しずつ寿命が近づいているのかと思わせると
ころが良かったです。
鋭さ：徐々に⼈間の寿命が蝋燭に例えられ、徐々に短くなってくるということ
を思い出させてくれました。
新しさ：⼈の寿命らしきものを閉じ込められている箱の⼤きさに例えていると
ころが良かったと思います。
ユーモアさ：閉じ込められている箱の中で徐々に死に近づくという例えにユー
モアさを感じました
意外さ：最初は即⾝仏になる主⼈公の話かと思わせたが、寿命が近づいている
ことかと思わせたところが良かったと思います。

合計 139 134 143 126 135 677

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

344 ⿊スーツのおっさん ふぇんりる ⼀般審査員Ａ 10 10 12 14 14 60 ⿊スーツのおっさんは何者？死神か何かかな。もし、釣りの場所を移動してい
なかったらバイクの事故に巻き込まれてしまったのかなって思うと、優しい⼈
だなって思う反⾯、今亡くなるタイミングじゃないから教えてやるかという考
えもあるのかなって想像しました。

344 ⿊スーツのおっさん ふぇんりる ⼀般審査員B 13 12 13 14 13 65 ⿊スーツの男のバンザイは喜んでいるのか別の意味があるのか気になりますが1
⼈は場所を移動させて助け、もう1⼈は事故に遭わせたのか。単純に死神なん
でしょうかね。

344 ⿊スーツのおっさん ふぇんりる ⼀般審査員C 14 16 15 14 16 75 まず⼀⾔で申すなら『不気味』で得体が知れないおっさんですね ⽣きている
のか？それとももう亡くなっているのか？それすらも⼀切不明、不明であるか
らこそ不気味がより強く際⽴ちました。幽霊でも宇宙⼈でも怪⼈でも説明や
バックボーンが明瞭でクリアになれば成る程怖さは薄まるものですから、そし
て⽬的が達成されたのか？万歳をしてる様も想像すると気味が悪いですね ⽣
時なりにもそのおっさんと縁が出来てしまった主⼈公の⼼中穏やかでは無いと
思います。

344 ⿊スーツのおっさん ふぇんりる ⼀般審査員D 16 15 12 14 17 74 怪談に出てくる⿊いスーツの男は、悪いものをもたらすものの象徴的な存在に
なっているものの、今回は主⼈公にではなく「他の誰か」を不幸にするために
主⼈公が邪魔だったという意外な結果でびっくりしました。短い⽂章ながらも
状況が分かりやすく、スピード感をとっさに起きた怪異と⼤事故とでその後パ
ニックになったであろうことも想像でき、とてもよい話だと感じました。

344 ⿊スーツのおっさん ふぇんりる ⼀般審査員E 15 10 10 15 15 65 ⿊スーツのおっさんは何者なのか気になります。なぜバンザイをしていたのか
も。主⼈公が助かったからのバンザイなのか？バイクの事故が起きたからのバ
ンザイなのかで印象がかなり変わってくるお話だと思いました。

344 ⿊スーツのおっさん ふぇんりる ⼀般審査員F 8 8 10 14 13 53 思うに、この⿊スーツのおっさんは死神の類いだったのでしょうか。投稿者さ
んに声を掛けてきて、あっちの⽅がよく釣れるからと⾔って投稿者さんを元い
た場所から移動させたのは君はまだ死ぬべき対象じゃない、という事だったの
か。元いた場所で事故を起こしたバイクの運転⼿はそこで亡くなり、⿊スーツ
のおっさんは任務完了の意味でバンザイをしたのか。投稿者さんが無事で良
かったと思うと同時にちょっと複雑な気持ちにもなる。怖さよりもユーモアさ
を強く感じるお話でした。

344 ⿊スーツのおっさん ふぇんりる ⼀般審査員G 13 13 13 10 15 64 後味がなんとも気持ちの悪い怪談だったと思います。最初良いおじさんなのか
なぁと思っていて、その後“事故を回避してくれたんだなぁ”と更に良い⼈感が
あり。でも⽂末の“万歳をしていた”で⼀気にえ⁈どーゆー事⁈と。良い⼈なの
か？何者なのか…不気味ですよね。ショート怪談とはいえ、最後は⾯⽩いオチ
もあり、そこに⾯⽩さと意外性を感じたのでその点の評価を上げました。怖さ
の点では私はそこまでの恐ろしさは感じなかったのですが、全体的には読みや
すく⾯⽩いお話しだったと思います。

344 ⿊スーツのおっさん ふぇんりる ⼀般審査員H 15 20 10 20 20 85 トラウマ級の焼きつくような体験が怖すぎる。楽しい釣りの時間が⼀気に恐怖
へと変わって想像するだけで嫌ですね。⿊スーツのおっさんがバンザイをして
消えた事で、このバイク事故が⼀気に怪談になったと思います。さらにライ
ダーがピクリとも動かないのに、バンザイをし喜んでいる、おっさんの無邪気
な⾏動が怖くてたまりませんでした。これは体験したくないなぁ…

344 ⿊スーツのおっさん ふぇんりる ⼀般審査員I 13 12 11 10 14 60 ⿊スーツの⼈の話を聞いて場所を変えたおかげで事故に巻き込まれずに助かり
ました。みたいな話なのかと思ったら⿊スーツが事故に合わせたい⼈がいてそ
こにいたら巻き込んじゃうからあっちに⾏かせた的な笑。⿊スーツはいい霊な
のか悪い霊なのかって思ったら不思議な気持ちになりますね

344 ⿊スーツのおっさん ふぇんりる ⼀般審査員J 15 15 12 12 13 67 怖さ：バイクのライダーに危害を与えようとした⿊いスーツの⼈は⼈間だった
のか、そうではない悪意の塊だったのかがわからないところが怖かったです。
鋭さ：河川敷の釣りをしている場所の⾵景や事故状況を読者に想像しやすい記
載をしているところが良いと思います。
新しさ：⿊いスーツの⼈物は結局、⼈間なのか、悪意の塊のなにかなのかわか
らず、状況だけを少年⽬線で書いているところが良かったです。
ユーモアさ：なぜ⿊いスーツの⼈物がバンザイをしながら消えたのかが読者に
想像させるところに、この物語の奥⾏きを与えているユニークさがあると思い
ます
意外さ：⿊いスーツの⼈物は、なんのために少年を移動させたのかと思わせ、
その答えが事故の巻き添えにしないためだったと気づかせたところが良かった
と思います

合計 132 131 118 137 150 668

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

373 狂ってる妹 キツネたぬき ⼀般審査員Ａ 12 11 12 10 12 57 なんで⾃分の⺟親を呪うようになったのか分からないが、呪いって必ず⾃分に
返ってくるんで早めにやめさせてあげたい。まぁ、多分説得は無理なんだろう
なって思うけど。その⼈形と⺟親がリンクしていたってことになるのかな。⾚
いまぁるいまち針はちょっと読みにくかったけど、怖い話としては成⽴してい
るので平均的な得点にしています。

373 狂ってる妹 キツネたぬき ⼀般審査員B 13 14 14 10 12 63 全部推測ですが⼈形と⺟親をリンクさせて、姉の⾎を使って呪いを完成させ、
さらに姉が⼈形から⼿を離す事によって⾼い所から叩きつけられたってことで
あってますかね？呪う理由とその背景がちょっとわかるともっと怖くなりそう
な話でした。

373 狂ってる妹 キツネたぬき ⼀般審査員C 15 15 15 14 14 73 念が強く宿ってますね。オリジナルの呪物でしょうか？想像の余地も広がりそ
うです。⼀体その⼦とお⺟さんとの間に何があったのでしょうか？たまに居ま
すよね随分⼩さな⼦供なのに⼤⼈を恐れず物怖じも⼀切無い得体の知れない雰
囲気すら纏っている不気味な⼦、その⼦だけは⼤⼈は何も⾔えずそれどころか
従ってしまうような有無を⾔わせぬ⼦ そして敢えてラストのお⺟さんの描写
を細かく表さなかったのはセンスを感じました。

373 狂ってる妹 キツネたぬき ⼀般審査員D 17 13 16 17 18 81 読んでいて内容は伝わるものの、ちょっと分かりづらくて何度か読み直してし
まいました。内容が理解できてからじっくり読むと、気持ちの悪さが⼀気に増
して気持ちが悪くなりました。家族内で呪っているということ⾃体、気分が悪
くなりますが、⼈形を使っているというのが余計不気味さが出ていると思いま
す。最終的に、姉の不⽤意な⾏動で⺟が命を落としてしまったのだろうか。そ
れも含めて呪いの効果だったのか。なぜ妹は⺟を呪っているのか。分からない
部分が多いながらも家の中が陰鬱な雰囲気になっているのが伝わってくる気が
しました。⽂章が粗削りなのでもう少しだけ洗練されるともっとキレ味も良く
怖い作品になると思いました。

373 狂ってる妹 キツネたぬき ⼀般審査員E 15 10 20 10 10 65 呪いを題材にしていて構成も⾯⽩いので新しさを⾼く付けました。出だしの
「お⺟さんは可哀」もインパクトが有って引き込まれます。⼈形がお⺟さんに
⾒⽴てられているのは分かるので意外さは低めでした。

373 狂ってる妹 キツネたぬき ⼀般審査員F 13 12 13 12 12 62 ⾮常に想像⼒を掻き⽴てられる作品です。妹さんは、なぜお⺟さんに呪いをか
けるのか。お⺟さんの事が嫌いなんだとして、どうしてそこまで嫌っているの
か、その理由は何なのだろう、とか。最後の、キッチンからものすごい⾳がし
た、という⼀⽂からキッチンで何が起こったのか、お⺟さんは⼤丈夫なのか、
とか、⾊々想像してしまいますね。姉である投稿者さんはもしかして呪いの⽚
棒を担がされたのですかね？その辺りも気になります。

373 狂ってる妹 キツネたぬき ⼀般審査員G 18 15 13 10 13 69 この“＋⼈怖”的なお話し。私は⼤好物なので、もれなく⾯⽩いなぁと思いなが
ら読ませて頂きました。出だしの⽂章や構成にも⼯夫があり、ひと味違った雰
囲気で興味をそそられたまま、⼀気に完読です。 しかし実の親を呪うとか…
⾃分も⼦の親としてはなんだか切ない気持ちもありました。呪わなければなら
なかった経緯や、妹さんの⼼理、⾊々考えてしまいますね。そして⼈形とお⺟
さんの⾝に起こる現象のリンクも怖くて、最後の⽂章でゾク〜ッとなってしま
いまいた。どうかお⺟さんの命だけは助かっている事を祈りたいです。

373 狂ってる妹 キツネたぬき ⼀般審査員H 15 15 5 15 15 65 登場アイテムがいちいち気持ち悪くて良い！場⾯描写がとても印象的な怪談
で、擬⾳の使い⽅も上⼿いと思いました。まず家族間が不穏な状態なのも読み
ながら⼼を揺さぶられますし、特に⼈形を重さの表現が気持ち悪すぎて印象的
でした。主⼈公の姉の⾎がトリガーになっているのかも。と思うとゾクゾクし
ますね。

373 狂ってる妹 キツネたぬき ⼀般審査員I 12 12 11 10 11 56 妹はなぜお⺟さんを呪っていたのでしょうか？お姉ちゃんが⼈形を落としたか
らお⺟さんが倒れたのかな？それともお⺟さんがキッチンで何かを落としてす
ごい⾳がしたのかどっちなんでしょう？⾎が流れるくらい深く刺しちゃうのも
怖いですね。⼈に危害を与えるほどの呪いを幼い⼦はなぜかけようとしたのか
この⼦の将来にゾッとします

373 狂ってる妹 キツネたぬき ⼀般審査員J 15 15 15 12 15 72 怖さ：妹が⺟親を呪っていることと、なぜ呪っているのかが明かされていない
ことに怖さを感じ、更に最後の⼀⼿が起きたことを⽰唆する描写で終わるとこ
ろが良かった。
鋭さ：⼈形を中⼼として、ストーリーを展開しているところが良かった。
新しさ：⼈形を使って呪っている妹がなぜ、⺟親を呪うようなことになってい
るのかわからないところが良かった。
ユーモアさ：⺟親がどうなってしまったのかを最後の描写で読者に想像させる
ところが良かった。
意外さ：本当に妹だけが呪った結果なのか？主⼈公が⼈形を落としたことが原
因で、最後の描写につながったのかわからないところが良かった。

合計 145 132 134 120 132 663

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

368 「卵」 影絵草⼦ ⼀般審査員Ａ 13 14 15 15 15 72 ゆで卵を割ったら⾚⾝が流れ出して、⼩さな悲鳴が聞こえてくるのは気味が悪
い。その⽇は寝覚めが悪かったからそれが何かの予兆だったのかな。逃げてい
く⼩さな背中は何者だったんだろう。朝からそんなものを⾒たら、テンション
駄々下がりです。

368 「卵」 影絵草⼦ ⼀般審査員B 14 12 12 14 13 65 いったい何の卵だったんですか？何体でて来て、どんな形で、その卵の中に
残ったものが知りたいですね。

368 「卵」 影絵草⼦ ⼀般審査員C 14 14 16 16 14 74 私がまず最初にイメージしたのは⼩さいオッさんです。それなら怖くない可愛
いだろうと思う⽅もいるでしょうけど、⼀度でもそういう体験をしてしまった
ら今度から卵を割るのも躊躇しますね しかも茹で卵ですか！沸騰させたはず
なのなこれまた不気味要素が加味されました その後報復等はなかったのか？
まぁ要らぬ⼼配でしょうかね 映像で想像したら⼩さいオッさんはユーモア
たっぷりなのでユーモアポイントは⾼めにしました。

368 「卵」 影絵草⼦ ⼀般審査員D 15 13 17 18 16 79 ⾮常に気持ちが悪い話でした。朝からこんなことが起きたら⼀⽇最悪の気分に
なるだろうなと思いました。⽂章の書き⽅にあまりキレは感じませんでした
が、分かりやすい書き⽅で状況が分かりやすかったです。短い⽂章の中で情報
量が多いのですが、気持ちの悪いさがよく伝わってきました。そもそもその卵
の中に何がいたのか、ゆで卵以外の料理に使っていたらどんな⽬に遭っていた
のか想像するとさらに気持ちが悪くなりました。何度読んでも何度でも気持ち
悪くなる、むしろ読めば読むほど気持ち悪くなる。何度でも読んでみんな気持
ち悪くなって欲しいと思いました。

368 「卵」 影絵草⼦ ⼀般審査員E 10 5 15 10 15 55 卵から流れでた物が何だったのかをもう少し詳しく書いて貰いたかったです。
⾚いどろっとした物で背中が有る？ よく分からなかったです。そこを詳しく書
いて貰えたら加点出来たと思います。

368 「卵」 影絵草⼦ ⼀般審査員F 15 14 15 16 15 75 リアルにイメージ出来るショート怪談、という感じで⾮常に⾯⽩く、私は好き
です。読みやすさもあり、この短いお話の中に怖さ、ユーモアさ、意外さが何
れもしっかり詰まっている作品ですね。あり得ないものを⾒聞きした怖さもあ
りますが、悲鳴を上げて逃げていく⼩さな背中にはユーモアさも感じます。ま
あ、実際に⾃分が⾒てしまったら怖いだろうし、投稿者さんと同じように⾒な
かったことにしてしまうでしょうか。⼩さな存在達は何だったのでしょうね。

368 「卵」 影絵草⼦ ⼀般審査員G 18 14 14 10 15 71 朝、奇しくも卵を⾷べた私です… ⾊々と想像するとゾッとしますね。特にお化
けが出た！とかのお話では無いものの、得体の知れない何かを感じられ、怖い
と⾔うよりも“気持ち悪い”そんな印象を感じたお話しでした。なので別の意味
での怖さという事で、その点を⾼評価とさせて頂きました。短編ではあるもの
の、お話しも濃厚で、描写がリアルだった事もあり想像しながら読ませていた
だきました。本当に気持ち悪い。しかし末⽂の“逃げていった背中”これは⼀体
なんだっんでしょうか⁈全く検討も付かない…是⾮皆さんと考察を楽しみたい
なぁと思った所です。

368 「卵」 影絵草⼦ ⼀般審査員H 15 5 10 10 15 55 気持ち悪くて良いですね。ゆで卵だと思って油断していたら液体がこぼれてき
て、たくさんの悲鳴が聞こえてくる。予測出来ない展開でとても⾯⽩いと思い
ました。⼿元の描写が丁寧に書かれているから気になってしまったのですが、
「机」は「⾷卓」にするなど読み⼿が迷わず想像できる名詞を使うと良いと思
いました。

368 「卵」 影絵草⼦ ⼀般審査員I 10 10 10 10 10 50 読解⼒がなさすぎるのかな？怖くもないし意味もわからなくて。。。なにを想像
してゾッとすればいいかもわからず。。。

368 「卵」 影絵草⼦ ⼀般審査員J 12 12 12 15 15 66 怖さ：ゆで卵に何が⼊っていたのか。⼀つまたはたくさんの何かが、悲鳴を上
げて逃げたという奇妙な体験をわかりやすく書いていたのが良かった。
鋭さ：朝⾷での奇妙な体験を読者に景⾊が想像できるように書いていることが
良かった。
新しさ：何気ない朝⾷でおきた奇妙な出来事を記載していたところが良かっ
た。
ユーモアさ：有精卵だったのかと思わせて、奇妙な体験であったことし、⾒な
かったことにしたことが良かった。
意外さ：ゆで卵から出たものをどうもせず、⾒て⾒ぬふりをしたことが良かっ
た。

合計 136 113 136 134 143 662

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

409 ベランダ ぬかどこ ⼀般審査員Ａ 8 8 10 8 8 42 ベランダに⽶をまかれていた。なんでそんなことになったのか分からないです
な。真夜中に誰かがやったのか。それとも⼼霊的な要素なのか。いずれにせよ
⾷べ物は無駄にするなって⾔ってあげますわ。

409 ベランダ ぬかどこ ⼀般審査員B 15 13 13 12 14 67 いままで1番短い話ですね。単純に下の階の⼈が投げたのかなと思ったんです
が、別パターンでよく⾒ると⼤量の⼩さな⽩い⾍だったみたいな感じでも怖い
とおもいました。

409 ベランダ ぬかどこ ⼀般審査員C 12 13 16 14 14 69 えっあっそうですか何故でしょうかね？⼀階ならまだイタズラなのか？と思え
ますが、最上階となるとまた話が変わってきます。鳩が稀に巣を作るために⽊
の枝やハンガーや針⾦を勝⼿にベランダへ持ち込む等は聴いた事があります
が、お⽶は⼀体何処から？理不尽で不可解な怪談 良いんです怪談は総じて理
不尽でありオチらしいものなんてある⽅が稀ですから、⾻太で簡潔に完結して
る短編中の短編！私は好きです。

409 ベランダ ぬかどこ ⼀般審査員D 10 15 17 16 18 76 超短編で何かエラーではないかと何度も⾒直してしまいました。ただ、短い⽂
キレ味は抜群でした。最上階でなくても、ベランダの床⼀⾯に⽶がばらまかれ
ていたら怖いです。怪異だとしても、⽣⾝の⼈間の仕業だとしても、⽬的が分
からな過ぎて気持ちが悪いです。⽚付けはさぞ⼤変だったことでしょう。

409 ベランダ ぬかどこ ⼀般審査員E 5 5 10 5 5 30 ただのいたずらとしか思えませんでした。最上階なら屋上からとか？隣の部屋
のベランダからとか？いたずらを打ち消すような、屋上が無いとか隣に部屋は
無い等の情報が書かれていたらもっと怖さが増すので加点出来たと思います。

409 ベランダ ぬかどこ ⼀般審査員F 13 14 13 11 12 63 ⾮常に短い⼀⽂でしたが、怖さもあり、不思議なお話でした。そのお⽶はどこ
から来て、誰がまいたのでしょうか？⾒つけられた投稿者さんは気持ち悪かっ
たでしょうね。謎の怪奇現象。

409 ベランダ ぬかどこ ⼀般審査員G 12 13 12 12 15 64 これは…⼈怖⁈何のジャンルなのだろう…⼀周回って⾃分が体験したらある意
味怖いかも！なお話し。イタズラ？にしてもなぁ…不思議です。まぁベランダ
に⽶が撒いてあれば⿃が沢⼭来そうで嫌ですし…やっぱり嫌がらせ⁈あんまり
聞いた事無い話ですね。全体的に低めの評価になってしまいましたが、ベラン
ダに⽶というミスマッチ感から意外性は⾼く評価させて頂きました。その後ど
うなったのか？⽚付け⼤変だろうなぁと、勝⼿に⼼配してしまいました。

409 ベランダ ぬかどこ ⼀般審査員H 10 5 15 20 20 70 ショート怪談を超えるショートショート怪談。SNSでバズりそうな怪異にあっ
けにとられてしまいました。最上階なので上の階から落ちてくるわけでは無い
し、⾵で⾶んでくるとしても…不思議ですね。⽶をまくような妖怪でしょう
か。そのお⽶はどうしたのか気になります。

409 ベランダ ぬかどこ ⼀般審査員I 20 10 20 20 13 83 やばい。あまりの短さに⽂章消してしまったのかとゾッとしました。やだホン
ト怖かった。ドキドキしました。こんな短いこと今までなかったから。最上階
なのにベランダ⼀⾯に⽶。⽬的が⿃をいっぱい集めたいしか思い浮かばなかっ
た。だとしてもなぜ？ですよね。内容より短さが怖かった

409 ベランダ ぬかどこ ⼀般審査員J 13 13 15 18 15 74 怖さ：⽇常の中で違和感があり、理由のわからない異常な光景を想像しやすい
記述にしていたのが良かった
鋭さ：ものすごく短い⽂章で異常な光景を読者に想像させるところが良かっ
た。
新しさ：⾮常に短い⽂章で⼼霊体験ではなく、奇妙な体験を記載しているとこ
ろがよかった
ユーモアさ：⾮常に短い⽂章で⽇常と異常さが曖昧な境しかないことを⽰して
いるところが良かった
意外さ：なぜ、⽶ぬかが敷き詰められていたのかがわからないところが良かっ
た

合計 118 109 141 136 134 638



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

428 けほ、けほ 猫科狸 ⼀般審査員Ａ 10 12 12 10 10 54 咳をしていたのは何者なんだろうか。多分この世のものではないだろう。幼い
⼦供だと体験者が思ったということは昔亡くなった⼦供の記憶とかかな。怖い
話として成⽴していると思ったので、平均的な得点にしています。

428 けほ、けほ 猫科狸 ⼀般審査員B 12 12 11 10 12 57 線⾹の匂いがするって事はちゃんと供養されてる⼈ですかね。なぜあなたの所
に⾏ったのかは謎ですが害は無さそうですね。その匂いが耐えられないくらい
の異臭じゃ無くて何よりです。

428 けほ、けほ 猫科狸 ⼀般審査員C 13 13 15 13 14 68 導⼊部分が⽬を惹きますね まるでその霊はコチラに気付いて欲しいという意
図さえ感じました。直接的な視覚ではなく聴覚に訴えてくる別⾓度の怪談、そ
こに新しさを感じたのでポイントを⾼めにしました。気付いてそして⼼配して
くれた事によって満⾜しきっと成仏出来たのでしょう。

428 けほ、けほ 猫科狸 ⼀般審査員D 17 11 14 16 15 73 お盆に起きそうな話だな、と思って読ませていただきました。この型に縁があ
る⼦どもなのか、たまたま通りすがりの存在なのか想像もつきませんが、何か
この部屋の主に頼れると思って近寄ってきた存在なのかもしれませんね。実
際、⼦どもに同情しているので⼼優しい⽅なのでしょう。まったりとした⽂章
だったので短編ではあるものの、読むのに少々時間がかかりました。微睡んで
いる中で起きた怪異は意外と素直に受け⽌めてしまいそうなので、⾃分に同じ
ことが起きても同じような反応をするだろうなと思って読ませていただきまし
た。その⼦どもが穏やかに過ごせる場所へ上がれるといいな、と願っていま
す。

428 けほ、けほ 猫科狸 ⼀般審査員E 10 15 15 10 10 60 ⾃分以外に誰も住んでいないのに聞こえる咳。それが分かってからの恐怖を
もっと書いて欲しかったです。「線⾹のにおいとともに消えて⾏った」との終
わり⽅も物⾜りない感じがしました。

428 けほ、けほ 猫科狸 ⼀般審査員F 12 12 13 12 13 62 情景描写が上⼿く、イメージがしやすいお話でした。幼い⼦の苦しそうな咳
－。確かに、苦しそうな咳というのは⾟さが窺えて、こちらも⾟くなってきま
すね。でも、その咳は本来聞こえるはずのない⼦供の咳。投稿者さんは⾃宅に
独り。なのに、聞こえてしまったのだから、それを想像すると怖いですね。線
⾹のにおいと共に消えていったその咳はなんとなく切なさも感じます。悪いも
のではないような気がするのは私だけでしょうか。咳をする霊、というのはあ
まり聞いた事がないお話、という意味で新しさを評価しています。

428 けほ、けほ 猫科狸 ⼀般審査員G 18 16 13 10 13 70 何かの⽂学⼩説の様な描写、構成で読みやすく興味深いお話しだったと思いま
す。そして読み終えた後には何か切ない気持ちにもなりました。咳というワー
ドにはやはり良いイメージは無く、それが幼⼦では⁈という事で可哀想な背景
が浮かんでしまいました。⾊々と想像出来てしまう描写が上⼿いなぁ〜と思っ
てしまいます。おどろおどろしい怖さでは無いものの、ジワッとくる怖さの中
の切なさがとても良かったので怖さの点で⾼評価としました。短編の短いス
トーリーの中でもしっかり怖さが伝わる良いお話しでした！

428 けほ、けほ 猫科狸 ⼀般審査員H 5 5 10 15 15 50 ⾳、におい、場⾯描写が五感に刺さる、良き怪談だと思います。リフレインさ
れる「──けほけほ」がじわじわ何かが起きている予感がして読み進めながら期
待値が上がりました。尖った怖さはありませんが、⽂末のまとめ⽅が美しく、
ゆっくりとしたナレーションが合いそうな怪談だと思いました。

428 けほ、けほ 猫科狸 ⼀般審査員I 12 11 10 10 12 55 隣の家から聞こえてきてる咳なのかと思ったら⾃宅で。しかも幼い⼦が家にい
ないのに幼い⼦がと思ってしまったとこはゾッとしました。亡くなってまで病
気で苦しんでいるのは可哀想だなと思いました

428 けほ、けほ 猫科狸 ⼀般審査員J 16 17 13 16 17 79 怖さ：⼀⼈でいる空間に、別⼈の咳がどこからかあることと線⾹の煙が原因
だったことを連想させ、何もだかわからず、読者にヒトなのか霊なのかがわか
らない怖さがあった。
鋭さ：シンプルな光景が想像しやすい記述になっており、⼼霊体験のようなス
トーリーが良かった
新しさ：ヒトなのか霊なのかがわからない現象を読者に想像させているところ
が良かった。
ユーモアさ：誰が咳をしているのかがわからず、最後に明かりをつけたら線⾹
の匂いとともに消えたのは何だったんかがわからないところが良かった
意外さ：最初は主⼈公が原因不明で咳き込んでいると思わせ、そうではない異
常な現象に推移させたところが良かった

合計 125 124 126 122 131 628

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

359 ⼀般審査員Ａ 14 10 12 16 12 64 ⼀緒に遊びに⾏った友達は本当の友達だったのだろうか。もし⽣きている友達
だったらその友達は別の世界に⾏ってしまったってこと？そして、体験者が
⾏った廃墟はどこだったのか。ちょっと、気味が悪い話でしたね。幽霊は出て
こないけど、渦巻いている巨⼤な⽳がちょっと興味深かったのでユーモアの得
点を⾼くしています。

359 ⼀般審査員B 13 13 12 10 12 60 三⽊⼤雲さんが⼩峰トンネルに⾏った時に⼩さいトンネルと⼤きいトンネルが
あったんだけど、⼆度⽬に⾏った時には⼤きいトンネルは跡形もなく消えてい
たって話とちょいと似てますね。三⽊さんも⼤きいトンネルの前に⾏った時、
ヤバい感じがしてすぐに引き返したって⾔っていたので同じものを⾒たのかも
しれませんね。

359 ⼀般審査員C 14 14 16 14 16 74 まるでそこに初めからナニも無かったかのような不気味でいて不思議な怪異、
その友⼈も…また記憶すらも飲み込んでしまったのか？ふとしたきっかけで⽇
常⾵景に⾃然に溶け込むその怪異にいつ⾃分が巻き込まれてしまうか？全く前
触れも無いので余計に怖いです。私個⼈の感想ですが⾼周波や磁場が狂ってい
る様な場所にはそういった歪みが起こると思います ただしそれがいつ？どの
タイミングで？は誰も分からないのが難点でありますね なかなか少ないタイ
プのお話なので新しさと意外さをやや⾼めにしました

359 ⼀般審査員D 15 14 16 15 15 75 ⾊々な要素が盛りだくさんで、思わず何度も読み直してしまいました。⼀緒に
⾔った友⼈は実在したのか、それとも別の世界へ連れ去られてしまったから記
憶がないのか。その廃墟では何が起きていたのか。考察する余地が多すぎて、
短い中にキレがありとても読みやすかったです。トンネルかと思うほどの⼤き
な⽳が現れたら、⼦どもだったら怖すぎて漏らしてもおかしくないほど怖いと
思いました。とても⾯⽩かったです。

359 ⼀般審査員E 15 10 10 10 10 55 友達とはぐれた後の恐怖がすごく伝わって来て怖かったです。最後がもう少し
インパクトの有る終わり⽅だと加点出来たと思います。すごい体験をしている
のに「場所も友達の顔も覚えていない」のは違和感が有りました。

359 ⼀般審査員F 11 11 10 10 11 53 ⼩学⽣の頃に廃墟で友達と遊びはぐれたRさん。その後も１⼈で探検を続ける
なんて、なかなかに強⼼臓ですね。突然⽬の前に現れた巨⼤な渦巻く⽳。それ
はもしかしたら異世界への⼊り⼝だったのでしょうか。無事に逃げ切れて良
かったですが、廃墟の場所も友達の顔も覚えていないのは、あまりの恐怖から
記憶を無くしてしまったのか、それとも、覚えていられてはまずいから何かの
⼒が働いたのか…。とにかく不思議なお話ですね。

359 ⼀般審査員G 14 14 13 10 13 64 廃墟の2⽂字から、もう既に何か起こりそうなフラグが感じられワクワクしな
がら読み進めました。短編の中でも話しの流れも構成もテンポが良く、とても
読みやすいお話しだったと思います。怖さも特に末⽂に感じれ“記憶に無い”と
いう現象に、ゾクっとさせられました。幼い頃の記憶は結構曖昧な事も多い
中、これだけの体験はトラウマレベルですよね…やはり廃墟は遊び半分では
⾏っては⾏けないなぁと。そして怖い体験はしたものの無事に帰還出来て良
かったとも思いました。

359 ⼀般審査員H 10 15 10 5 10 50 なぜ、Rさんのみが残ったのか…その辺りも気になる怪異ですね。⼩学⽣が体
験するには重すぎる内容なので読んでいてゾクゾクしました。突然巻き込まれ
るのも怖いし、友⼈の顔を覚えてないのも怖い。そもそも、友⼈は実在してい
たのかも分からないので、考察をすればするほど怖い良き怪談になっていると
思います。

359 ⼀般審査員I 12 12 11 10 11 56 廃墟の⿊い⽳から逃れた気がしただけで本当は⽳から違う世界線にいってし
まったのでしょうかね。友達の顔も場所も思い出せない。⾏ってしまった世界
は廃墟の存在しない世界だったのかもしれないと思ったら今までと違う世界で
⽣きているのに気づいてないような気がして怖かったです。⾃分ももしかした
ら。。。とか少し思ってしまいました。

359 ⼀般審査員J 13 15 14 12 15 69 怖さ：廃墟に⾏ったのは、友⼈なのかそうではないものとだったのかが、今に
して、何もわからなくなってしまっていることに怖さを感じました。
鋭さ：友⼈が消息不明なのか、いった先でコワイことが起きたのか、どちらか
を読者に読み解かせようというのが良いと思いました。
新しさ：読者が誰の視点で読み取るのか次第で、怖さが変わる気がして、⾮常
に良いと思いました
ユーモアさ：読者の視点次第でストーリーが変わってしまうところにユーモア
さを感じました
意外さ：結局、友⼈が消息不明なのか、コワイことが廃墟で起きたのかわから
ないことが良かったです。

合計 131 128 124 112 125 620

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

433 コンコン スバル ⼀般審査員Ａ 12 12 12 12 12 60 ⽞関からノックをしてきたのは何者なんだろう。ドアを開けて誰もいないの
に、コンコンと⾳がするのは嫌ですな。そして、⽞関の外から⾳がしなくなっ
たということは、その⾳は部屋の中に⼊ってしまったのかな。意味が分からな
い話でちょっと気味が悪いと思ったので平均的な得点にしています。

433 コンコン スバル ⼀般審査員B 13 12 10 10 10 55 ありきたりな話しですし、もうちょっと怖い演出を⼊れた⽅がいいですね。た
とえば、⾃分のベッドに向かって⽞関から⽇に⽇に床を叩く⾳が近づいてくる
みたいなのがあって最後に怖いオチを持ってくる⽅が良くなると思います。

433 コンコン スバル ⼀般審査員C 16 17 15 14 16 78 突然のノックだけでビクッとなりますよね良い気には決してなりません。そし
て意図せずに招き⼊れてしまったようで、霊ならすり抜けて⼊ればいいのに？
と考えがちですが霊も元は⼈間なので⽣前出来なかった事はやはり出来ないよ
うで。まぁ何年も何⼗年も成仏もせずに訓練をすればすり抜けくらいは出来る
様にはなるのかも知れませんがね…最後まで読み進めてそう来たかと怖さと鋭
さの両⽅がありました。

433 コンコン スバル ⼀般審査員D 12 15 12 17 15 71 少し悲しいお話だと思いました。ノックをしていたのはきっとインターホンに
⼿が届かない⼩さな⼦ども。ドアを開けてくれたから中に⼊って来られたので
しょうか。ただ、いつまでもノックをしているのが少し不思議です。読みやす
い⽂章で、⽇常の1コマを切り取ったような状況が分かりやすく、怪異とは思
わず⾃分でもついドアを開けてしまうかもしれない、と置き換えて読むと少し
怖くなりました。全体的に怖さを感じなかったので、点数としては低めにつけ
させていただきました。ドアの内側を叩く⾳が続いているのであれば、次は何
が起きるのか展開が気になるお話だと感じました。

433 コンコン スバル ⼀般審査員E 10 10 5 10 5 40 ノックされて確認するといないというシチュエーションに新しさは感じられな
かったです。ドアを開けた時に「もしかしたら中に⼊った？」と読めてしまい
ました。

433 コンコン スバル ⼀般審査員F 13 13 11 12 14 63 お話の類いとしては、割とよくある感じで、『コンコン』とノックの⾳が聞こ
え、覗き⽳から覗いて⾒るが誰もいない。⼦供のいたずらかと思い、勢いよく
ドアを開けたが、やはり誰もいない。そこまではよくあるパターンですが、こ
のお話の⼀番評価が⾼くなった意外さの部分は最後のところ。この⽇以降⾳は
しなくなった－⽞関の外からは、の⼀⽂。つまり、ドアをノックしていた何者
かは家の中に⼊ってきてしまったという事。ここで怖さも⾼くなりますし、倒
置法も⽣きてますね。⼀点だけ、覗き⽳から様⼦を伺うと…の⽂ですが、この
場合の『うかがう』は『窺う』になります。⽇本語は難しいですね。

433 コンコン スバル ⼀般審査員G 13 14 14 10 14 65 不思議なお話しでした。ドアをノックする、出ると誰もいない…そういう怪談
はよく聞くんですけど、このお話はプラスαな部分もあり興味深いお話しだっ
たと思います。⼜下の⽅から…との件で⼦供なのかぁ？と考察してみたり、⼜
最後の⼀⽂がめちゃくちゃ気になりました。「ドアの外からは」…って事は中
から聞こえる様になった⁈え？中に⼊って来た⁇益々考察が深まり、最後まで
気の抜けない短編だったと思います。ちょっとゾッとした部分もありました
が、ソフトな怖さででも⾊々と考察は楽しめる⾯⽩い怪談でした。

433 コンコン スバル ⼀般審査員H 15 5 5 15 5 45 これは良い怪談倒置法。オチの表現がすごく良いです。好きな⽂脈とまとめ⽅
の怪談です。「コンコン」という⾳から何かな？？とワクワク想像したのです
が、シンプルにノックの⾳で、内容もド定番の展開ですが途中に⼊る「コンコ
ン」の⾳のおかげか飽きずに最後まで読めました。本当の恐怖はここからです
ね。続篇もぜひ読んでみたいです。

433 コンコン スバル ⼀般審査員I 11 10 10 10 10 51 お家の中に招いてしまったんですね。低い位置だから⼦供だったのかな。コン
コン以外被害は無いみたいですがノックだけで⽬的が分からないのは少しゾッ
としますね

433 コンコン スバル ⼀般審査員J 18 18 15 18 18 87 怖さ：扉の外だったノックが扉を開けてしまい、何かを招き⼊れてしまったと
最後にわかるところにゾットする怖さがあった。
鋭さ：ノックに対応する主⼈公の動作で誰もが共感できるストーリーになって
いるところが良かった。
新しさ：⼼霊体験として招き⼊れてしまったことが最後にわかるところが良
かった。
ユーモアさ：⼼霊現象が家の中で⽣じるきっかけを⾃分でやってしまったこと
が良かった。
意外さ：⾃分で招き⼊れてしまった⼼霊現象が、なぜドアの下半分なのかわか
らないことと部屋の内側でノックがなっていることが良かった。

合計 133 126 109 128 119 615

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

412 ⽳ ⼀般審査員Ａ 10 12 14 12 14 62 ⼼霊スポットに⾏ったことで何か良くないものが憑いてしまい、それが集まっ
て⼤きな⽳みたいなものを形成してしまったのか。それか、その⽳に吸い込ま
れたのか。いろいろと考えてしまいましたね。精神的につらくなったから、⽳
の中にいる何者かの声を聞いてしまったのかな。

412 ⽳ ⼀般審査員B 16 13 14 10 12 65 ⾃分だったらシンプルに嫌ですね。声は後ろに⽳が空いてない⼈でも、聞こえ
る時があるのでいいとして、⾃分が弱るのをずっと待ってるハゲワシのような
奴が⾒てるのはマジで嫌ですね。

412 ⽳ ⼀般審査員C 14 14 15 13 14 70 君⼦、危うきに近寄らずですねその⼥性の警告は守りましょう ですが私とし
ては是⾮、⼼霊スポット巡りは続けていただきたいところではあります。もし
このまま突き進んでゆくと結末はどうなるのか？興味は尽きないです。⻁視
眈々と貴⽅を付け狙う⽳の住⼈たちともし仲良く、そして⼿なづける事が出来
るような展開も待っているかも知れません。

412 ⽳ ⼀般審査員D 13 12 15 18 14 72 現在29歳でこれまでに3度声を聞いている、ということは学⽣時代からその年
齢までにその「⼈影」につけ⼊られるような状態になったということでしょう
か。学⽣時代、とは書いてありますが具体的に何年間の間に声が聞こえたの
か、例えばどんな時に聞こえたのか１つでもエピソードがあるともっと怖さが
増すと思いました。⼤丈夫と思う、と⾔われているものの3回も聞いていると
いうのはあまり⼤丈夫ではないのでは？と⼼配になりました。ぼんやりと書か
れていますが、ぼんやりとし過ぎて話全体の輪郭がぼやけてしまいあまり鋭さ
も感じられなかったので勿体ないと思いました。

412 ⽳ ⼀般審査員E 5 5 10 10 10 40 ⼥性社員に⼤丈夫だと⾔われたけれど、近いて来ているという意味だとは思い
ますが、最後の「今年で29歳になる私は、これまでに三度「声」を聞いていま
す。」の終わり⽅が、よく分からなかったです。

412 ⽳ ⼀般審査員F 12 11 12 11 11 57 霊が視えるというバイト先の⼥性社員の⽅には凄いものが視えていたんです
ね。かなり霊能⼒がある⽅のようですが、ずっと前からある、とか、精神的に
⾟くなった時、⽳の奥からその⼈影がこちらにやって来るなんて事までわかっ
てしまうんですね。真っ⿊で⼤きな⽳から覗く何⼈もの⼈影…。そんなものが
視えてしまったら相当怖いでしょうね。投稿者さんは今のところ無事なようで
すが、聞こえた声はどんな声だったのでしょうか。今後も無事である事を祈り
ます。

412 ⽳ ⼀般審査員G 16 13 14 10 14 67 まずタイトルの「⽳」で不吉な予感しか無かったです…冒頭の話しの⼊りから
とても読みやすく、短編ですが描写がしっかりしていたので、内容も⼊って来
やすくて⾯⽩いなぁと思い読ませて頂きました。やはり最後ですよね…声を3
度も聞いているという件。今後も何かありそうな予感を匂わせる感じ、現在進
⾏形な終わり⽅が個⼈的には好きです。なので様々な怖さを感じたので、怖さ
の点では⾼評価としました。⼜今後どうなっていったのか?など続編も気にな
るお話しでもありました。

412 ⽳ ⼀般審査員H 15 5 10 10 10 50 憑いてるというより、背負ってる感じが怖いですね。何⼈もという事なので、
ただ単純に集まっただけなのか、この真っ⿊な⼤きな⽳に引き込まれてしまっ
た過去の⼈たちなのか。考察をすると怖くてぞくぞくしました。現状、主⼈公
は視ることは出来ないのだと思いますが「声」を聞いた経験をしたようなの
で、視えるのは時間の問題のような気もしました。3度の「声」がカウントダ
ウンとするならば、ドキドキしますね。

412 ⽳ ⼀般審査員I 13 11 11 10 10 55 ⽳とは？あちらの世界に連れていこうとしている幽霊たちなのかな？それとも
精神的に弱ってる時につけこんで⼊れ替わろうとしているのかな？謎ですね。
しかも1⼈ではなく複数⼈にみられているとは本当に謎ですね。これからさき
ずっと⼼を強く持ってないといけないなんて⽣きづらいですね。しんどい⼈⽣
だ。ってかあなたなら⼤丈夫だろうからってそんな内容を教えてくる先輩はサ
イコパスなのかな

412 ⽳ ⼀般審査員J 16 17 13 15 15 76 怖さ：主⼈公に取り付いている⿊い⽳から⾒ている⼈影は、⼼霊スポットに
いったことの結果で、連れてきているのかもしれないと想像させ、主⼈公のメ
ンタル次第では、良くないことになるかもしれないと想像させるやり取りが良
かった。
鋭さ：⼼霊スポットから連れ帰ったのであろうと想像させる主⼈公に取り付い
ている⼈影についての意⾒がよかった
新しさ：主⼈公に取り付いている⼈影が、主⼈公を観察し続けて、取り⼊る隙
を伺っていると想像させるところが良かった。
ユーモアさ：主⼈公の精神状態が重要であることを記載しているのは、あまり
⾒たことがないので良かった
意外さ：主⼈公に取り付いている⼈影は、何が原因なのかがわからないところ
が良かった

合計 130 113 128 119 124 614

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

353 ⾝元不明 takamiya ⼀般審査員Ａ 12 8 12 10 12 54 姿を消した友⼈が時を超えて⾞体の下敷きになってしまったという意味なのか
な。ちょっと気味が悪い話ですね。姿を消す前のやり取りの中で友⼈はめっ
ちゃ暗いって⾔っていたのは異世界に⾏く前触れとかだったのか想像してしま
いましたね。

353 ⾝元不明 takamiya ⼀般審査員B 13 14 12 10 13 62 友⼈が眩しかったのは電⾞のライトで轢かれたのが友⼈だったのかなと思うん
ですが。なぜ、30年後に現れるんでしょうかね？私は東京リベンジャーズを思
い出しました。

353 ⾝元不明 takamiya ⼀般審査員C 14 14 16 13 16 73 遺体が忽然と消失する…説明がつかない不可解な事件、事故は古今東⻄⽿にし
ます。その発⾒された遺体は友⼈では？と思いましたが⼥性となっていたので
別⼈なのか？はたまた忘れ去られた存在なのか？そこはハッキリとはしません
が時を越えて何かしらのメッセージを伝えようとしたのでしょうかね強い執念
深さや未練も受け取れました 怖さと解釈を委ねる新しさもポイントを⾼めと
致しました。

353 ⾝元不明 takamiya ⼀般審査員D 13 13 15 17 16 74 壮⼤なタイムスリップものだったにも関わらず、後味が悪く読み終わって何と
も⾔えないもやもやとした気持ちになりました。電話をしていた時点でご友⼈
は時を超えていたというのであれば、もっと違う会話の展開もあったのでは？
天気の話だけで済むものだろうか？駅のホームで脱線事故が起きて、しかも1
両⽬の⼀番減速しているであろう位置で死亡事故が起きるだろうか？と状況の
違和感が⼤きいところも後味の悪さに繋がったと思います。設定はとてもいい
と思いますが、状況設定がもう少し作りこまれていたら「もしかして…」と怖
さが増したように感じました。

353 ⾝元不明 takamiya ⼀般審査員E 5 5 10 10 5 35 誰⽬線での話なのかが分かり難い話です。前半は友⼈⽬線で書かれているのに
「三⼗年後…」の所から誰⽬線なのかが分からなくなるので、⽬線を統⼀した
⽅が、あやふやな感じの終わりにならないと思いました。

353 ⾝元不明 takamiya ⼀般審査員F 11 12 11 13 15 62 怖いというよりは不思議なお話。電話で待ち合わせたはずが突然消息を断って
しまった友⼈。その友⼈は三⼗年後にタイムリープしてしまったのでしょう
か。このお話はアニメやドラマを⾒ているかのように頭にイメージが浮かぶ。
基本的に異世界に迷い込んだり、タイムリープするような話は好きなので、お
話は⾮常に⾯⽩く、怖い話なのに、楽しく読ませていただきました。怖さはあ
りますが、それよりも意外さ、ユーモアさが勝ってしまいました。⾝元不明、
という事なので、突然消えてしまった友⼈だ、という確証はないけれども、
きっとそうなんだろう、と思ってしまいますね。

353 ⾝元不明 takamiya ⼀般審査員G 13 13 13 10 10 59 駅や電⾞等の怪談は沢⼭ありますが、これは不思議な謎の残るお話しですね…
短編とはいえ、内容は濃いお話しだったと思います。リアルな会話から情景も
浮かびましたし、話しの構成も良かったと思います。しかし最後の⽂⾯のイン
パクトはあるものの、怖さの点では低めかなぁと評価。それよりもやはり謎が
多く、あれこれと考察は楽しめそうだなぁと感じました。しかし実際お友達は
消息不明とのこと…とても⼼配ですし、脱線事故との因果関係も気になる所で
した。兎にも⾓にも不思議な話しでした！

353 ⾝元不明 takamiya ⼀般審査員H 10 10 15 15 10 60 不思議で怖い、いい怪談ですね！時空を超えるような、並⾏世界が出てくるよ
うなSFっぽい怪談がもっと増えるといいなぁ〜と思っていたので読めて嬉しい
です。お話の構成もシンプルで読みやすく、⼼地よい読了感に完成度の⾼さを
感じました。
すみません。これは私の主観なのですが、30年前という時代設定がひっかかっ
てしまいました。これが20年前なら違和感は無かったのですが…。30年前の
1994年頃は、通信⽅式も変化の時期で、まだ普及率が低く初期費⽤も⾼かった
ので、裕福なビジネスウーマンを想像しながら読みました。携帯電話警察なっ
てしまってすみません。10年後にまた読みたいです。

353 ⾝元不明 takamiya ⼀般審査員I 14 13 13 11 11 62 お友達は異世界に⾏ってしまったんですね。光が連れて⾏ってしまったんです
かね。そして30年後、悲しいですね。死んでから誰かわからずじまい。。。って
ことはそもそも存在してない⼈になってしまったのですか？30年くらいじゃそ
の⼈のことを誰も知らない、⽣きていた痕跡が消えるなんてことはないだろう
から。。。そう思うとだいぶ怖くなってきました

353 ⾝元不明 takamiya ⼀般審査員J 12 14 15 15 11 67 怖さ：電⾞に乗っていた⼥性は、時間を⾶び越えた同じ場所に降りてしまい、
しかも事故に遭ってしまい、警察が混乱している理由は本当に遺留品だけだか
ら７⽇と読者に怖い想像をさせるところが良かった。
鋭さ：待ち合わせの⼥性同⼠の会話がなぜ噛み合わず、その結果として、消息
不明になるというところが良かった。
新しさ：神隠しになった⼈物が事故にあったのかと読者に想像させるところが
良かった。
ユーモアさ：事故にあった⼈物は誰なのかと読者に想像させる点が良かった。
意外さ：事故にあった⼥性が、消息不明になった⼥性と思わせたところが良
かったです。

合計 117 116 132 124 119 608

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

341 ⼀般審査員Ａ 8 10 10 12 10 50 拾った⼿帳は何なのか分からないですな。前に拾った⼈は体験者と同じく頭を
殴られてしまったということは、次に拾う⼈も同じ体験をしてしまうのかな。
そして、この体験者は⼤丈夫なのか気になりますね。

341 ⼀般審査員B 10 14 12 10 13 59 怖いというか不思議な話しで殴ったのは⼈なのかどうかと⼿帳の名前が変わる
現象はもともと⼿帳は霊体なのかなとおもいました。そして、次の⼈が⼿帳の
住所に来た時に殴るのは⾃分なのかという疑問がわきました。

341 ⼀般審査員C 14 15 14 12 14 69 まるでこれから⾝に起こる不幸を⼿帳によって譲渡されたようですね。⼈の親
切⼼に無慈悲に降り掛かる無差別な怖さが良かったです短編ならではの展開の
鋭さもありました。下⼿に関わる事で不幸を受け負ってしまうくらいなら、最
初から不寛容であれ読み⼿へのいいえ現代⼈へのメッセージ性も感じました。

341 ⼀般審査員D 15 10 12 13 13 63 今時⼿帳に⾃分の情報を書くでしょうか。そして、届けようと思うでしょうか
…状況が少々不⾃然に感じました。それを度外視して読むと、その⼿帳は死を
招く呪いのアイテムのようなものだったのかと解釈しました。個⼈的にあまり
キレの良さを感じなかったので点数は低めにつけさせていただきました。発
想、展開は謎解きのようで少し⾯⽩かったです。最終的に⾃分の名前になり、
主⼈公は命を落としたのか、その後次に不幸になる⼈を探しにどこかに落とし
にいったのか気になります。

341 ⼀般審査員E 10 5 10 10 10 45 いつのお話かは分かりませんが、先ずはカーナビよりもスマホで住所を調べる
と思いました。オチも⾃分の名前に変わっただけだと弱いと思います。⾃分の
名前に変わって何が起きるのか知りたいです。

341 ⼀般審査員F 10 10 13 11 14 58 普通に実話なのかと思って読んでいましたが、創作だったのでしょうか？もし
も実話だったのだとしたらすいません。ただ、不思議なお話、という印象を受
けましたが、実際に⾃分が体験してしまったらやはり怖いのでしょうね。体験
したくはないですが。全体的に展開が意外性に特化しているような⾯⽩さがあ
るお話です。その⼿帳はまた次の被害者を出していくようなものなのでしょう
か。そうだとしたらもっと怖くなりますね。

341 ⼀般審査員G 15 12 15 10 15 67 短編ながらなかなかインパクトのあるお話しだったと思います。そして私の予
想をいい意味で裏切る様な、展開が斬新で私の理解が追いつかない感じもあ
り、何回か読み直しました。なので意外性などその他の点で⾼評価とさせて頂
きました。 本当にこんな事が⾃分の⾝に起こったら恐ろしいですよね…霊的
な話しなのか、本当に何かが落ちてきてそのショックで不思議な現象を⾒てし
まったのか…⾊々と考察したのですが、初めて聞くようなお話しだったので興
味深く読ませて頂きました。

341 ⼀般審査員H 15 13 10 15 15 68 ⼀気に巻き込まれていく、急展開が良かったです。他⼈事だったものが⾃分ご
とになってしまい、しかも救われないようなオチが、より恐怖を加速させたと
思います。そこまで遠くない距離のなかで、この⼿帳がまわっていると思うと
怖いですね。淡々とした⽂脈ですが、しっかり登場⼈物の⼼理変化が伝わって
きて完成度の⾼い怪談になっていると思いました。財布ではなく⼿帳なのも良
い。先⼊観をつけない事を優先し、⼿帳の特徴を書かなかったのかな？と思い
ますが、ショート怪談なので、⾊や重さなど読み⼿が想像しやすくしてあげる
と、より没⼊しやすくなったと思います。

341 ⼀般審査員I 12 10 11 10 10 53 次に届けようとした⽅が襲われちゃうのですかね。親切なの⼈を襲うなん
て。。。意識が遠のいたのはただ意識をなくしただけなのかそれとも。。。気にな
ります。⽬的も気になります。気になるポイントがたくさんです

341 ⼀般審査員J 13 13 16 15 18 75 怖さ：永久の被害者のループを感じさせ、突然、主⼈公のように⾮⽇常の世界
に迷い込んでしまうのではないかと思わせる怖さがありました。
鋭さ：⼿帳の名前が主⼈公の名前に変わり、同じように被害者のループを連想
させる⽂章となっているところが良かったと思います。
新しさ：被害者の連鎖を読者に連想させるところが良かったと思います。
ユーモアさ：後ろから主⼈公を殴ったのは誰だったのかが分からず、落とし
主？と思わせ、次の被害者を⽣むのは主⼈公となるのかと思わせるところが⾯
⽩いと思います。
意外さ：加害者は、落とし主なのかと思わせ、被害者が次の加害者となるのか
と思わせたところが良かったと思います。

合計 122 112 123 118 132 607

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

376 「作り出す…」 猫達の⽇常チャンネル ⼀般審査員Ａ 12 10 14 12 14 62 死神が⾒えていると思ったら、実はそれはとある⼈を遠ざけるために呪ったモ
ノだという展開だったため、やっぱり呪いとかはやってはいけないなって思い
ました。ダメ絶対。呪い相⼿を⾒失ったという意味は呪いが成功したのか。は
たまた、呪い返しをされたのかは分からないけど、結局は⾃分の⾝に降りか
かってくるということですね。

376 「作り出す…」 猫達の⽇常チャンネル ⼀般審査員B 13 12 13 11 13 62 呪いとか執着は⾃分の中にあって、その対象が⾃分の頭の中で消えない限り付
きまとうらしく、逆に⾔えば⾃分が綺麗さっぱりふっきったり、忘れる事で断
ち切れるのでとりあえず関わりがある物は全部捨てるといいそうです。

376 「作り出す…」 猫達の⽇常チャンネル ⼀般審査員C 14 14 15 15 14 72 結局は死神ではなかったのですかね？死を遠ざける影というのは⾃分が作った
者だから安全だという事でしょうかね？少しスッキリしない分かりにくい⽂で
したが普通の幽霊とはまた違う怖さはありました。その影をコントロールでき
る様な今後の続編もあって良いかなと思います という点では新しさやユーモ
アを期待を込めて少し⾼めに致します。

376 「作り出す…」 猫達の⽇常チャンネル ⼀般審査員D 16 12 18 17 17 80 ⼈を呪わば⽳⼆つとはよく⾔ったもので、「私」は被害者ではなく加害者でも
あったのでしょう。呪った相⼿はそれを弾いて私の元へ戻ってきている、とい
うことはよほどの⼒の持ち主だったのかと思いきや、「呪う相⼿を⾒失」って
いたという素⼈仕事。結界が張れる、浄化ができる、と⾃分⾃⾝の能⼒を⼀定
以上と評価しているにも関わらず、呪いに関しては素⼈だったというのが少々
筋が通っていないように感じて不⾃然な気がしました。内容⾃体は⾯⽩かった
です。

376 「作り出す…」 猫達の⽇常チャンネル ⼀般審査員E 5 5 10 5 10 35 理解が難しいお話でした。最初に死神と⾔い切っていますが死神でも無さそう
ですし、呪い返しとも違う。とある⼈を遠ざけた結果なら呪いは完結している
のではないでしょうか？情報が⾜りないという感じがしました。

376 「作り出す…」 猫達の⽇常チャンネル ⼀般審査員F 13 12 11 10 12 58 死神に付きまとわれるなんて本当に嫌ですね。常に「死」を意識してしまうの
はただただ⾟い。私⾃⾝は「死」を意識したことはあっても、常に、というこ
とはなかったし、そんな存在も⾒えない。元来、気持ちの切り替えは早い⽅だ
から、仮に死神が近づいてきても、「こいつはあかんな」と諦めて去って⾏く
んじゃないかと思う。呪いが死神の影という形で返ってきた、ということなの
でしょうか。呪う相⼿を⾒失った、というのは、その相⼿は既に亡くなった…
？何れにしても、死神に追いかけられるような経験はしたくはないですね。

376 「作り出す…」 猫達の⽇常チャンネル ⼀般審査員G 15 15 13 10 13 66 やっぱり“呪い”って怖いものですね…かける⽅にもリスクがあるという。タイ
トルの“作り出すから”何かを⽣み出す“⽣”の話しなのかと想像していたのですが
…良い意味で裏切られ、しかも“⿊い何かを作り出したのは⾃分”という…なん
とも怖いお話しでした。このお話しは結果救われたので良かったですけど、こ
の現代でもまだ呪い的なものがどこかで⾏われているとしたら…と考えると恐
ろしくなりますね。⾃分の⽇常には余り関係ないと思っていた“呪い”というモ
ノを⾊々と考えさせられたお話しでした。

376 「作り出す…」 猫達の⽇常チャンネル ⼀般審査員H 10 10 5 10 5 40 視える⼈の話なので、とてもスピード感を感じました。個⼈的には「結界も張
れるし、浄化だって出来る。」という幽霊に対して強気で上から⽬線のような
主⼈公がツボでした。唐突に出てくるユタが読み⼿が知らない場合、⼈名（固
有名詞）と解釈してしまうかもしれませんね。出オチになっている「死神」を
短い⽂章中のどこに配置するかで怖さの緩急がもっとついたような気がしま
す。

376 「作り出す…」 猫達の⽇常チャンネル ⼀般審査員I 12 10 10 10 10 52 誰かを呪っていて相⼿が死んでしまったんでしょうか。だから呪い返しにあっ
ているということでしょうか。⾃業⾃得のような気が。⾝をゆだねてしまって
いいのではないかと思ってしまいました。⾃分が⼈に呪いをかけたことは忘れ
てしまっていたのでしょうか。だったらそれは怖いですね。

376 「作り出す…」 猫達の⽇常チャンネル ⼀般審査員J 15 15 15 11 18 74 怖さ：⾃分がとある⼈を遠ざけるために放った呪いが、返されたのか、呪いの
ミッションを達成したのかのいずれかで、次の対象として、主⼈公のもとに
戻ってきたのだと思わせたところが良かった
鋭さ：死神は、なぜ主⼈公に取り付いている理由は、⾃⼰破滅の結果として、
⾃分を追い詰めるプロセスを書いているところが良かった。
新しさ：⾃分になぜ死神が取り付いているのかがわかっていない主⼈公が⾃分
が原因であったと気づくところが良かった。
ユーモアさ：⼈を呪わば⽳⼆つをわかりやすく死神を使って記述しているとこ
ろが良かった。
意外さ：⼈を呪って、⾃分⾃⾝を追い詰める結果となったことに意外さをうま
く表現していると思います。

合計 125 115 124 111 126 601
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

362 「すずがめさん」 影絵草⼦ ⼀般審査員Ａ 10 12 14 12 10 58 すずがめさんという⾔葉初めて聞きました。真夜中にやってくるすずがめさん
のノックに出てしまったらそこでやられるけど、出なかったとしても30歳まで
しか⽣きられない。どっちを選んでもバットエンドじゃないですか。誰が流⾏
らせたのかは分からないけど、本格的な対処⽅法がないのが気になりますね。

362 「すずがめさん」 影絵草⼦ ⼀般審査員B 14 13 10 10 13 60 ぜんぜん聞いたことない話ですね。この話の本編は別にあるんでしょうか？そ
れとも、このままの話なのかはわかりませんがなんとも理不尽な話ですね。こ
ういう系の怪談で助かる⽅法のない話は流⾏らないと思いますよ。

362 「すずがめさん」 影絵草⼦ ⼀般審査員C 14 13 13 13 13 66 謂わゆる都市伝説ですね 話の出処が不明で無差別的、いつの時代も⼿を変え
品を変えこの⼿のお話は尽きない所、回避出来たと⼀安⼼した後にしっかりと
落とす 救いが無い怖さがありソコは良かったです。新しさと意外さはそこま
でですが、拡散されてゆく理不尽さを加点しました。すずがめさんの具体的な
⾵貌やヤリ⽅、被害者の状況等の描写があったらより物語に奥⾏きが出来恐怖
ポイントも底上げになると思いました。

362 「すずがめさん」 影絵草⼦ ⼀般審査員D 14 12 16 17 17 76 都市伝説として実際にあるのかわかりませんが、伝染系のよくある怖い話だと
思いました。ただ、話を聞いたら来る、逃れる⽅法がある、まではまあある
話。ただ、今回は最終的に逃れる⽅法がないとなると救いがないです。3回の
ノック、30歳、と3という数字に対する何かしらの執念のようなものがあり、
「すずがめさん」という得体のしれない存在⾃体に興味が湧いてきました。
「すずがめさん」⾃⾝の年齢ではなく、訪ねて⾏った先の⼈が30歳だったかこ
れからなろうとしている⼈で、30歳になることを阻もうとしているのでは？と
考察をして楽しませていただきました。

362 「すずがめさん」 影絵草⼦ ⼀般審査員E 10 5 5 10 5 35 トイレの花⼦さんの家バージョン？みたいな印象でした。新しさも意外さも感
じられませんでした。 導⼊部分がいきなり「すずがめさんの怪談が…」で始
まっていますが、「すずがめさん」がなんだか分からないので、この書き⽅で
は分かり難いです。

362 「すずがめさん」 影絵草⼦ ⼀般審査員F 13 10 10 12 12 57 メリーさんとかと似たような感じの訪問系の存在による怪異のお話ですが、こ
の話を聞いたら訪ねて来る、というのは怖いですね。夜に三回ノックをして、
「すずがめです」と⾃ら名乗るのも不気味だ。無視しなければ殺される、で
も、出なくても30歳までしか⽣きられない。というのも理不尽だし、嫌です
ね。30歳、というのはなぜなんでしょうか？この話を読んでしまった30歳未満
の⽅の家にも「すずがめさん」は現れるのでしょうか。出来れば来ないでいた
だきたいですね。私は30歳を過ぎているので来ても何もないのかな？

362 「すずがめさん」 影絵草⼦ ⼀般審査員G 15 14 14 10 18 71 タイトルの“すずがめさん”が初⾒だった私です。⼀体どんなモノなのか？⼈な
のか、それとも⼈ならざるモノなのか？タイトルから⾮常に興味をそそられる
お話しでした。内容的には良くありそうな都市伝説系のお話ではあったもの
の、結局すずがめさんを⾒たら⼤なり⼩なり助かる余地は無いというオチに
え⁈と。怖さの波が⼀気に来た感じだったので、意外性の部分を⾼評価にさせ
て頂きました。しかも⼜聞きの様な感じ⁈だったのにも関わらず…。本当どう
したら良いんだよ！！と突っ込んでしまいましたwしかも“このすずがめさん”は
何処にでも現れるモノなんでしょうか？その⼟地の都市伝説なのでしょうか？
⾯⽩いお話しだったと思います。

362 「すずがめさん」 影絵草⼦ ⼀般審査員H 10 5 5 5 5 30 こわ…結局、逃げきれない系の怪談じゃないですか…。この怪談の内容は聞き
たく無いですね。気をつけます。しかも30歳までしか⽣きられないのであれ
ば、30を超えてこの怪談を聞いたらどうなるか気になりますね。古典的な内容
なので、少し物⾜りなさを感じました。また、読み物としては句読点が少ない
ので、かなとカナ、括弧を上⼿く使い分けると、もっと読みやすくなると思い
ます。

362 「すずがめさん」 影絵草⼦ ⼀般審査員I 12 11 12 10 10 55 無視して助かったとしてもその場だけで結局救われない。。。すずかめさんはな
ぜ殺しにくるのでしょう？それはちょっと触れて欲しかったです。どのみち死
んでしまうのはちょっといやでした

362 「すずがめさん」 影絵草⼦ ⼀般審査員J 12 12 11 10 12 57 怖さ：学校の怪談のうち、伝播するタイプで、適切な対応をしても、不適切な
対応をしても結局、良くないことになるという怖さを感じました。
鋭さ：学校の怪談として、ストーリーと結論がとても簡潔になっていると思い
ました。
新しさ：伝播するタイプの中で、私が聞いたことない話でした。
ユーモアさ：伝播するタイプの学校の怪談の中でも、ときどき⽿にするタイプ
の話と思われました。
意外さ：適切な対応をしても結局、３０歳までしか⽣きられないという点は、
良かった。

合計 124 107 110 109 115 565

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

330 ⼀般審査員Ａ 12 12 12 10 12 58 お盆の後から⾒えるようになった祖⽗と聞こえた祖⽗の声は別物ということ
は、お盆の後に出てきたものは何者？そして、箪笥に封印したって⾔うけど、
もし箪笥を開けたら何者かが出てくるのかな。ちょっと、よくわからない話で
すけど、怖い話なので、平均的な得点にしています。

330 ⼀般審査員B 13 14 12 10 12 61 箪笥の中のものが気になるところですが何よりも、おじいちゃんな近寄り⽅で
すね。怖いやつのでかたと同じで最後、⽿元でささやくのはちょいとイタズラ
⼼をかんじました。

330 ⼀般審査員C 12 11 10 9 12 54 あれとは果たして何を⽰唆していたのか？祖⽗あなたを⼼配して警告に来たの
でしょうかね それにしても唐突に出できた箪笥の説明不⾜が余りにも気に
なったので総合的な点数はこれくらいです もっとその箪笥の謂れが知りたい
です どういった物なのか？いつからそこにあって、それまでに何かしらの違
和感等はなかったのか？そういった点を付け加えたら物語により深みが出ると
思います。

330 ⼀般審査員D 13 15 11 12 13 64 亡くなったおじいちゃんが何か⾔おうとしているのは伝わってきましたが、最
後そういうことだったのかと納得。ですが、なんで箪笥に閉じ込めちゃった
の、と思わず突っ込まずにはいられませんでした。箪笥使えなくなっちゃうの
に！可愛い孫のためを思って「良くないもの」を閉じ込めたものの、⽣前も怖
がられてしまったり、亡くなってからもちょっとやらかしてるおじいちゃんが
可愛く⾒えてしまいました。怖いというより不器⽤なおじいちゃんが可愛いお
話だと感じました。

330 ⼀般審査員E 15 10 15 10 10 60 伝えたい事が有って、それを伝えたからもう現れなくなったのでしょうか？
「あれ」とは何なのか気になります。祖⽗が苦⼿になった理由もそれと関係し
ているのかも知れないですね。祖⽗が⾔っていた箪笥がどの箪笥かも分からな
いのでちょっと怖いです。お⺟さんが⾔うように愛されていたんだと思いま
す。怖さより愛を感じる作品でした。

330 ⼀般審査員F 11 9 10 9 11 50 あまり好きではなかった祖⽗が怖い顔をしてだんだん近づいてくるのを想像す
ると怖いでしょうね。なぜ少しずつ近づいて来るのか…。どうせ⽬の前に現れ
るのなら、サッと出てきてサッと消えてくれれば…なんて思ってしまうのは失
礼でしょうか。結果的にはお⺟さんの⾔われたように投稿者さんはお祖⽗さん
から愛されていて守られたんだ、と解釈出来ますが、お祖⽗さんが⾔い残した
「あれは箪笥に閉じ込めたから…」の『あれ』は何だったのかが⾮常に気にな
ります。

330 ⼀般審査員G 10 12 12 10 12 56 タイトルにもある様に、何をおじいさんは閉じ込めたの⁈が完読後１番に思っ
た事でした。どうやら祖⽗さんは投稿者さんの事を気にかけてくれていた様だ
し、⾝を案じて何かをしてくれたのだろうとは思うのですが…⾊々と不思議
で、謎の残る、でも考察しがいのありそうなお話ではあると思いました。しか
し怖さは余り感じなく、その点では低めの評価としました。短編という事もあ
り、なかなか全体の描写に物⾜りなさもあり、残念かなぁとも思いました。ま
たその後はどうなったのか？後⽇談も気になります。

330 ⼀般審査員H 5 5 5 10 10 35 ⾝内とはいえ、亡くなった⼈が少しずつ近づいてくるのは怖いですね。さら
に、お守りも盛り塩も効かない「なにか」が怖かったです。おそらく祖⽗が、
祖⽗の姿をした「なにか」から守ってくれたのでしょうか。もしかしたら、⽣
前の祖⽗も「なにか」の⼲渉があって苦⼿に感じていたのかも。個⼈的に箪笥
に閉じ込める設定がとても好みです。恐怖の度合いが読み⼿の考察ありきの怪
談なので、怖さは弱いですが⽂脈がとても美しいと感じました。

330 ⼀般審査員I 10 10 10 10 10 50 ごめんなさい。本当に全く意味がわからなかったです。怖くもゾクッともしな
かったです。相性がわるかったんですかね？本当にごめんなさい

330 ⼀般審査員J 15 15 15 10 15 70 怖さ：少しずつ近づいてくる祖⽗が伝えたタンスに閉じ込められているもの
は、何なのか不気味さと怖さを⾮常に感じました
鋭さ：話のテンポと起承転結が⾮常にうまく記述されており、最後に読者に
とって祖⽗は主⼈公を何かから守ろうとしていた流れまでが良かった
新しさ：祖⽗が主⼈公を守ろうとしていたまでの話の流れと何が閉じ込められ
ているのかわからないところで話を終えているところが良かった
ユーモアさ：何が閉じ込められているのかがわからないまま、話が終わること
に読者の想像⼒を掻き⽴てられ、⾮常に良かった
意外さ：祖⽗は、⽣前、箪笥に何かを閉じ込めたことを伝えるため、死後に主
⼈公の前に現れたことが最後になるまでわからなかったことが良かった

合計 116 113 112 100 117 558
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